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■参考断面図（L型擁壁　H=2200）

グランドセルマットレス工法/
テクスパン工法

テクスパン工法

工法概要

施工手順

基本形状図

1.短期間で施工できます
コンクリート2次製品のアーチ部材を組立てる構造のため
施工は迅速で、交通遮断などは最小限にすることができ
ます。

2.架設は簡単です
アーチ部材は左右交互に一台のクレーンで簡単に設置で
き、アーチ部材の支保工は必要とせず、また熟練工も不要
です。

3.部材の品質管理は安心です
使用部材は全て厳しい品質管理の基に工場製作されるの
で、現場では安心して使用できます。

4.現場仕様に合わせたカスタム設計
現場の条件に合った最適アーチ形状を選定し、架設時か
ら完成時までの部材等の応力状態を確実に評価します。

5.美しい外観を呈します
ウィング及び頂部壁はテールアルメ工法により施工され
るので、美しいデザインになります。

●特長

■用途

・開削トンネル・道路橋・水路横断橋・鉄道橋
・各種立体交差化等

テクスパン工法は、アーチ構造物を3ヒンジで構築する工法です。短
スパン橋梁や現場打ちカルバート・ボックスに代わるアーチ構造物と
して開発されました。コンクリート2次製品であるアーチ部材を、左右
交互に組み立てることによりアーチを形成するため、迅速で安全に
施工を行うことが可能です。したがって、立体交差化工事への適用に
おいては、交通遮断を最小限に抑えることができます。また、水路ト
ンネルに適用した場合は、アーチ部材は、側方からの架設が可能なた
め、河川を迂回させることなく施工できます。また、当社のテールア
ルメ（補強土壁）工法の技術を用いてウイング、頂部壁を設計します

ので、土工量を最小限にし、トータルコストを削減します。

経済的な大型プレキャスト工法。

ヒンジクラウン部 無振動転圧部 通常盛土部

基礎部

無転圧部

アーチ部材

■施工断面図

※テクスパン工法は、一般的に内空高が高く（車道使いの建築
限界高さ4.7m程度）土被りが高い（1m～20m）用途に使
用されます。

グランドセルⓇマットレス工法〈構造物基礎〉

1.置換工法と比べ、対策する範囲を低減できます。

2.材料が軽量かつ特殊作業を要しないため、施工性に
優れ工期短縮ができます。

3.中詰材をテラセルに充慎し拘束するため、側方流動
を防止できます。

4.不同沈下を抑制できます。

●特長

ハニカム構造を有するジオセルマットレスによる支持力改善工法

基礎地盤

均しコンクリート

グランドセルマットレス
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※上部吸出し防止材ラップ部

吸出し防止材
トレップTT-20

グランドセルT-200SP×2段

NETIS登録
CG-160016-A

NETIS掲載終了
CB-980117-V

　グランドセルマットレス工法とは、グランドセルと砕石とのせん断抵抗により、グランドセルマットレス上に設置する構造物の荷重を分散
させ、基礎地盤の支持力不足を改善する工法です。ハニカム構造のグランドセルが中詰材の砕石を拘束することで、立体かつ盤状の「マッ
トレス」を形成し、構造物を設置する基礎地盤を補強します。

■ グランドセルマットレス概要

1 2 3 4基礎整地 不織布（吸出し防止材）・グランドセル設置 中詰材敷均し・締固め 不織布巻込み完了

グランドセル
S型

256㎜

228㎜
グランドセル
M型

320㎜

289㎜
グランドセル

L型

512㎜

475㎜
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■ セルサイズと標準展開寸法
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